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一般社団法人中部産業連盟

中産連

コ ンサルテーショ ン・ 企業内研修事例詳細

経営幹部、 役員候補、 コ ア人材による

生産革新／フ レキシブルな生産体制の確立 

１ ． ねらい

多品種少量生産時代に、 企業間競争の激化や経営環境の変化に対応し 、 市場と 顧客の要請に応えながら 、 コ ス

ト ダ ウン と 収益性向上を 実現する た めには、 顧客優先型のフ レ キシ ブ ル生産シ ス テ ム（ FMS＝Flexib le

Manufacturing System） を確立するこ と が必要不可欠です。 フ レ キシブル生産システムと は、「 多品種少量・

短納期と 受注の変動に極力在庫を持たずに対処し ながら 生産効率の向上を実現するこ と のできる生産システム」

のこ と です。 ねら い、 目的は次のと おり です。

（ 1 ） 在庫削減： 材料・ 部品在庫、 仕掛品在庫、 製品在庫の削減

（ 2 ） 生産期間短縮： 製造・ 調達・ 設計リ ード タ イ ムの短縮

（ 3 ） 人員削減： 製造部門の効率化による工数低減

（ 4 ） 原価低減：（ 1 ）（ 2 ）（ 3 ） の実現と 工場経費の削減による原価低減

２ ． 概要

フ レキシブル生産システムの概要は以下のと おり です。

フ レキシブル生産システム (FM S) の概要

変化に

対応

在庫

削減

リ ード タ イ ム

短縮

工数

低減

生産性

向上

品質

向上

原価

低減

●生産計画システム

●生産日程計画・ 差立システム

●進度管理システム

●発注システム

●納期管理システム

●在庫把握システム

●品質管理

●外注管理

●開発・ 設計管理

小ロッ ト 生産 多能工化 生販一体化

５ S活動

３ ． 成果事例

光学機械器具メ ーカ ー： ２ 年間で仕掛品在庫４ ０ ％減、 生産性２ ０ ％向上

自動車機器メ ーカ ー： １ 年間で製造リ ード タ イ ム３ ０ ％短縮、 コ スト ダウン１ ５ ％

医療器械器具メ ーカ ー： ３ 年間で仕掛品在庫５ ０ ％減、 コ スト ダウン３ ０ ％

食品メ ーカ ー： ３ 年間で仕掛品・ 半製品在庫５ ０ ％減、 1 年間で資材在庫７ ０ ％減、 1 年間で生産性２ ０ ％向上

電気メ ーカ ー： １ 年間で生産性３ ０ ％向上、 新規品立ち上げ品質・ １ 週間後の直行率７ ０ ％向上

生産革新・ 企業体質革新

フ レキシブル生産システム（FMS）

●段取作業方法

●作業方法

●レイ アウト

●運搬方法・ 保管方法

●設備保全



一般社団法人中部産業連盟

中産連

コ ンサルテーショ ン・ 企業内研修事例詳細

生産革新／フ レキシブルな生産体制の確立 

４ ． 実施内容、 実施期間、 スケジュ ール

概略の実施内容は以下のと おり です。

項 目 実施内容

１ . 現状調査・ 準備

２ . ５ Ｓ 運動の推進

３ . Ｖ Ｍの推進

４ . 基本的要件の整備

５ . 管理システムの改善

６ . 物的システムの改善

７ . 教育

・ 生産システムの調査と 問題点の把握 ・ 改善体制確立と スケジュ ール化

・ ５ Ｓ 推進体制の確立 ・ 整理→整頓→清掃のルールと 実施点検

・ Ｖ Ｍの目的、 管理する内容の確認 ・ Ｖ Ｍの道具立て準備

・ Ｖ Ｍの実施→点検→フ ォ ローアッ プ

・ 多能工化の推進 ・ 小ロッ ト 生産の推進

・ 生販一体化の推進

・ 生産計画システム ・ 生産日程計画・ 差立システム ・ 進度管理システム

・ 発注システム ・ 納期管理システム ・ 在庫把握システム ・ 品質管理

・ 外注管理 ・ 開発・ 設計管理 ※Ｖ Ｍのノ ウハウ・ 道具立てを生かし 改善する

・ 段取作業方法 ・ 作業方法 ・ レイ アウト ・ 運搬方法

・ 保管方法 ・ 設備保全

・ 生産管理、 改善の手法を管理・ 監督者を中心に随時教育する。

・ 将来的にはコ ンサルティ ングに頼ら ず自律し て改善できる人材を育成する

実施期間は、 企業規模、 管理レベル、 改善に従事する人員・ 工数などによっ て異なり ますが、 通常１ 年～３ 年ぐ

ら いを必要と し ます。 １ 年目のスケジュ ールは以下のと おり です。

項目 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 月

1

2

3

4

5

6

7

現状調査・ 準備

5 S 運動の推進

VM の推進

基本的要件の整備

管理システムの改善

物的システムの改善

教育
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